























The image of domestic help as seen in the novels of Natsume Soseki




　This paper examines the image of domestic help among the urban middle class as seen in 
two typical novels of Natsume Soseki’s early period, I am a Cat (1905-06) and Botchan (1906). 
The term used in both of these works is gejo (maidservant), not jochu (domestic help).
　Osan, the maidservant who appears in I am a Cat, is depicted as an unthinking, violent 
type. In contrast, Kiyo, the maidservant seen in Botchan, is depicted as a faithful servant 
who loved her master blindly. While at first glance these appear to be contrasting 
depictions, each is a typical example of the image of domestic help at that time. Another 
commonality between these two works is the fact that in each case the maidservant’s 
employer, although highly educated, lives a life of a white-collar worker that could hardly 
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くいやになった
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吾輩を台所に抛り出した
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るといわれるといつでもこれを否定する女である
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
。私は生まれてから今日まで歯軋りをした覚は
御座いませんと強情を張って決して直しましょうとも御気の毒で御座いますともいわず，ただそ
んなことは御座いませんと主張する。なるほど寐ていてする芸だから覚はないに違いない。しか
し事実は覚がなくても存在する事があるから困る（傍点引用者）11）」と批判する。
　『吾輩は猫である』では，すべての登場人物は風刺の対象になるが，なかでも下女はどうしよ
うもない俗物として描かれる。猫である「吾輩」に対して偉そうな態度をとっているが，無知無
識でがさつ。デリカシーのかけらもなく，人が見ていなければ平気で盗み食いをするような人物
なのである。
　こうした女中像は，当時の家政書などでしばしば取り上げられた「僕婢の使役」などにも共通
して見られるものである。たとえば，明治を代表する教育者のひとり下田歌子は，女中を「多く
は大抵，無識なる下等社会に育ちたる者」と位置づけ，常に「仁恕博愛厳粛幸平」を持って接す
るべきだと説いた12）。女中を一段低いものと見る差別的な内容だが，当時の典型的な女中観の一
端を示すものといえよう。
２．『坊っちゃん』にみる女中像
　『坊っちゃん』は1906（明治39）年４月の雑誌「ホトトギス」に，『吾輩は猫である』の第10回
と同時に掲載された。この小説の面白さは，正直で生一本の主人公の坊っちゃんが，はるばる赴
任していった四国の中学校で，あくどいイタズラに遭ったり，陰険な策略に巻き込まれて次々と
事件を起こすものの，持ち前の竹を割ったような単純さ・素直さ・率直さで思いのままに行動す
る，その小気味のいい振る舞いにある。
　坊っちゃんは，損得の計算にはめっぽう弱いが，人間にとって何が大切なのかを知っていて行
動する。「親譲りの無鉄砲で小供の時から損ばかりしている13）」正義感，喧嘩っぱやさ，江戸っ子
のべらんめい調の軽みと勇み足。これらが多くの読者に親しみを与え，さわやかな，心を洗い流
されるような感動を呼び起こす。翌1907（明治40）年に単行本化された『坊っちゃん』は，以来
ひろく愛読され，中学校の国語の教科書に採用されるなど，日本近代文学の作品中で最も多くの
読者を持つ希有の小説となった。
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　『坊っちゃん』には，「十年来召し使っている清
きよ
と云ふ下女14）」が登場する。清
きよ
はもと由緒のあ
るもので，瓦解のときに零落して，ついには奉公までするようになったのだという。幕府瓦解前
の由緒あるものとは，一般に旗本クラスをさす。今でこそ下女として他家に仕える身分だが，清
きよ
はかつては女中を大勢使う相当な家の出身だったらしい。
　11章から成るこの物語は，清
きよ
が亡くなってからまもなく，主人公「おれ」がみずからの半生を
ふり返る形で進行する。『坊っちゃん』の作中期間は，1905（明治38）年夏過ぎから日露戦争祝勝
会を経て，翌年２月の清の死後，作品発表の1906（明治39）年４月まであると仮定すれば，「お
れ」の回想は３月ごろと思われる。清の死の悲しみがまだ消えぬうちに，「おれ」は語り始めたの
である15）。
　「おれ」と清
きよ
との関係について見ていこう。幼少年期，「おれ」は親からも町内の人からも疎ん
じられる存在であった。父からは「こいつはどうせ碌なものにはならない16）」と言われ，母は兄
ばかりを贔屓していた。ある時兄と喧嘩して傷つけ，父親は「おれ」を勘当すると言い出した。
その時，泣きながらおやじに詫まってくれたのが清
きよ
だった。清だけが「おれ」を可愛がってくれ
たのである。
　母親が亡くなってからは，清
きよ
の「おれ」に対する愛情はエスカレートした。自分の小遣いで金
鍔や紅梅焼を買ってくれ，寒い夜などは枕元に蕎麦湯を持って来てくれ，時には鍋焼饂飩さえ買っ
てくれた。靴足袋，鉛筆，帳面，さらには小遣いまでくれたこともある。このときのエピーソー
ドについて，「おれ」は次のように語っている。
ずっと後のことであるが金を三円ばかり貸してくれた事さえある。何も貸せといった訳では
ない。向で部屋へ持って来て御小遣がなくて御困りでしょうか，御使いなさいといって呉れ
たんだ。おれは無論入らないといったが，是非使えというから，借りて置いた。実は大変嬉
しかった。その三円を蝦蟇へ入れたなり便所へ行ったら，すぽりと後架の中へ落としてしまっ
た。仕方がないから，のそのそ出て来て実はこれこれだと清
きよ
に話したところが，清
きよ
は早速他
家の棒を捜して来て，取ってあげますといった。しばらくすると井戸端でざあざあ音がする
から，出てみたら竹の先へ蝦蟇口の紐を引き懸けるたのを水で洗っていた。それから口をあ
けて壱円札を改めたら茶色になって模様が消えかかっていた。清
きよ
は火鉢で乾かして，これで
いいでしょうと出した。ちょっとかいで見て臭いやといったら，それじゃ御出しなさい，取
り換えて来てあげますからと，どこでどう胡魔化したか札の代わりに銀貨を三円持って来た。
この三円は何に使ったか忘れてしまった。今に返すよといったぎり，返さない。今となって
は十倍にして返してやりたくても返せない。17）
　母親が亡くなってから６年目の正月に父親が脳卒中で亡くなり，兄は家を売って九州に転勤す
ることになった。中学校を卒業した「おれ」は物理学校に進学し，家を出て下宿する。困ったの
は清
きよ
の行く先である。清
きよ
には裁判所の書記である甥がいて，これまで何度も一緒に住もうと誘わ
れていた。しかし清
きよ
は，たとえ下女奉公はしても年来住み馴れた家のほうがいいと言って応じな
かった。清
きよ
は，十何年いた家が人手に渡ることのを残念がったが，「あなたが御うちを持って，奥
様を御貰いになるまでは，仕方がないから，甥の厄介になりましょう」と決心し，甥の家に引き
取られていく。
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　３年後，物理学校を卒業した「おれ」は，月給40円で四国の中学校に就職が決まった。報告す
るため清
きよ
を訪ねたところ，「坊っちゃん何時家を御持ちなさいます」と聞く。田舎へ行くんだと
言ったら，清
きよ
は非常に失望した様子。「おれ」は気の毒になって「行く事は行くがじきに帰る。来
年の夏休みにはきっと帰る」と慰めた。出立の日，清
きよ
は朝から「おれ」の世話を焼き，駅まで見
送りに来てくれた。プラットフォームでの別れの場面から，その一部を引用しておこう。
車へ乗り込んだおれの顔を昵と見て「もう御別れになるかも知れません。随分御機嫌よう」
と小さな声でいった。目に涙が一杯たまっている。おれは泣かなかった。しかしもう少しで
泣く所であった。汽車がよっぽど動き出してから，もう大丈夫だろうと思って，窓から首を
出して，振り向いたら，やっぱり立っていた。何だか大変小さく見えた18）。
　別れの場面を描いた小説は多いが，『坊っちゃん』のこの一節は傑出している。生きては会えな
いかもしれないという覚悟，そして悲しみのため，清
きよ
の姿が「小さく見えた」のである。しかし，
わずか１カ月後――。「おれ」は四国の中学を辞職し，逃げるように東京へ戻ってくる。「清の事
を話すのを忘れていた19）」とさながら余談のように語り出すものの，じつのところ四国にいる間
も，「どうしても早く東京に帰って清
きよ
と一所になるに限る」とか「どう考えても清
きよ
と一所じゃなく
ちゃあ駄目だ」と考えていたという。
　清
きよ
との再会を「おれ」は次のようにふり返る。「おれが東京へ着いて下宿へも行かず，革鞄を提
げたまま，清や帰ったよと飛び込んだら，あら坊っちゃん，よくまあ，早く帰ってきて下さった
と涙をぽたぽた落とした。おれも余り嬉しかったから，もう田舎へは行かない，東京で清
きよ
とうち
を持つんだといった20）」。
　「おれ」はその後，東京市街鉄道の技手として再就職した。月給は25円で教師時代に比べると
15円も安い。清
きよ
も甥の家を出て坊っちゃんと，家賃６円の家を借りて同居することになった。清
きよ
が理想とする玄関つきの家ではなかったが，清
きよ
は満足していたという。しかし，幸福な生活は長
くは続かない。同居わずか数ヶ月後，清は肺炎で亡くなってしまう。「清
きよ
が死んだら，坊っちゃん
の御寺に埋めて下さい。御墓のなかで坊っちゃんの来るのを楽しみに待っております21）」。これが
清
きよ
の「オレ」に遺した最後の言葉であった。
　主人公・坊っちゃんと下女・清
きよ
との関係は，近代的な雇用関係ではなく，封建的な主従関係で
ある。
　1898（明治31）年に施行された明治民法では，それまで家の一員として認められていた奉公人
を家族から除外し，法制度のうえでは，奉公人は契約にもとづく近代的な雇用へと切り換えられ
た。しかし，法律が新しくなったからといって，人びとの考え方がただちに変わるわけではない。
奉公人を準家族と位置づけて，家族的に扱う意識や慣習は残った。また，奉公人のほうも，主家
に忠実に仕えることは，一生を通して自分の能力をかけるにふさわしい仕事と考えた。もっとも，
雇う側も雇われる側もそれを“封建的”と見る向きはあまりなかったようである。
　『坊っちゃん』における「おれ」の中学校赴任を1905（明治38）年とすれば，清
きよ
が「おれ」の
家にいた期間とは，1880年代半ばか1890年代初頭から，「おれ」の父親が亡くなった1902（明治
35）年まで。そして「おれ」が四国の中学校を辞めて戻ってきた1905（明治38）年秋から清の亡
くなる1906（明治39）年初めにかけてということになる。すなわち，『坊っちゃん』の清
きよ
は，明治
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民法施行前の女中像として描かれている。
　清
きよ
のような奉公人は当時，フィクションの世界にのみ残存するものではなかった。たとえば，
1909（明治42）年，雑誌「婦人世界」は「女中欄」を開設し，「感心なる女中の実例」や「感服し
たる主人の実例」の投書を募った。「十年以上勤続せる女中の実例」を懸賞募集する企画を立て，
寄せられた百余通のなかには，勤続年数が35年，47年，54年など予想をはるかに超えるケースが
見られた注９。いずれにも共通しているのは，二代，三代にわたって仕えてきたことを誇りに思い
つつ，主家の恩を忘れず，主従の別を正していることである。
　主家の子どもとの関係についての記事から，一例を紹介しよう。先代から53年にわたり主家に
仕えてきた老女中は，「坊ちゃまは，御壮健で御勉強なされ，ついには大学を卒へて，立派なお医
者様におなりになりました。私は，この時ほど嬉しく思ったことはございません」とふり返る。
そして，「私がこの年まで，たいした間違いもなくご奉公することができましたのは，私の功では
なく，まったくご主人様がお情け深くて，よくお使いくださいましたからでございます22）」と感
謝の気持ちを述べている。一方，主家のほうも女中を家族同様に見なし，老いて十分な働きがで
きなくなったのちも，隠居所を建てて住まわせるなどして女中の面倒をみた。
　『坊っちゃん』に描かれた温情的な主従関係は，明治末の日本においては，“美風”としてとら
えられたのである。
Ⅳ　むすびにかえて
　『吾輩は猫である』の獰悪なおさん
0 0 0
，『坊っちゃん』の盲愛する清
0
。両者は正反対の下女を描い
ているように見える。しかし，いずれもこの時代の典型的な女中像であり，「無知 ･ 無教養な存
在」という点では共通している。
　『吾輩は猫である』の主人公の猫の飼い主も『坊っちゃん』の主人公も，高学歴とはいえ，ど
う見ても裕福とはいえない俸給生活者である。そんな家庭に住み込みの女中が使われ，読者がそ
れを不思議とも思わずに受け止めていたのは，とりもなおさず当時，家事雑用に立ち働く女中の
姿が日常ありふれた情景であったことを示すものであろう。
　明治とは身分の違いが存在し，貧富の差が甚だしかった時代である。口減らしのために年端も
いかぬ我が子を奉公に出さねば暮らしの成り立たぬ人びとが大勢いた。そのため，人件費は極端
に安かった。たとえば，1908（明治41）年の大卒初任給は，官吏（高等官）が50円，銀行員が35
円だった。これに対して，女中の給金は１円50銭からせいぜい４円までである23）。女中の給金が
主人の給与に対して極端に安かったからこそ，サラリーマン家庭でも容易に女中を雇うことがで
きた。そして，夏目漱石は，こうした社会状況を押さえたうえで，リアリティある物語を作り上
げていったのである。
　小説に描かれた世界は事実ではない。しかしながら，フィクションであるからこそ，“社会を映
し出す鏡”として，真実を伝える力を持つ。すでに述べたとおり，女中が登場する漱石の小説は
非常に多い。今後は，日露戦争後の不況期に発表された作品もとりあげて，漱石文学にみる女中
像について探っていきたい，と考えている。
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【脚注】
注１　明治の文学作品をみても，明治期には〈下女（げじょ）〉〈下女（おんな）〉〈下婢（かひ）〉〈下婢（げ
じょ）〉が多い。他人の家に住み込んで家事雑用に働く女性にひろく〈女中〉いう言 葉を充てるように
なったのは，大正期以降のことである。
注２　漱石の母は後妻で，亡くなった先妻には二人の娘がいた。ここでは２番目の姉ふさを指す。
注３　当時の狭い読書界の中で大変な話題になったという意味である。「猫」という言葉が，『吾輩は猫であ
る』と関連づけて，記号論的な価値を持ったのである。
注４　荒正人著，小田切秀雄監修『増補改訂 漱石研究年表』集英社，437頁，1984によれば，朝日新聞主筆・
池辺三山の月給が当時170円。漱石の月給200円は破格の待遇といえよう。
注５　漱石の活字になった作品は，小説のみならず評論や談話，講演録など多岐にわたる。ここでは小説・
小品を中心に随筆・紀行文の一部を取りあげた。
注６　『吾輩は猫である』の迷亭，『虞美人草』の甲野欽吾，『三四郎』の廣田先生，『虞美人草』の松本や須
長，『こころ』の先生なども高等遊民に含まれる。
注７　「山会」とは「文章に山がなければならない」という正岡子規の主張から付けられた文学研究会の名
称である。
注８　坪内逍遙『当世書生気質』（1885-86年）には，明治初年の書生の生態が描かれている。
注９　『婦人世界』1910年8月号には，「その後，50年勤続，30年勤続の女中の実例が次々と出てまひりまし
て，二等当選者の発表がしだいに遅れて約半年の後になりましたことは，何とも申し訳ございません」と
いうお詫びの文章が掲載されている。
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